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２． 研究開発成果の内容 
①モデルマウスを用いたL-DOPSの効果判定 

L-DOPS (1.5mg/g chow)を我々のP301LTgマウス、PS19マウスに２ヶ月間投与した。P301Lではイソプ

ロテレノールと同量投与したがタウ凝集抑制は観察されなかった。PS19マウス(P301S)では２ヶ月間の投与で

寿命延長と脊髄神経細胞でのタウ凝集抑制が観察された。L-DOPSの脳内移行率は高く、安全性も高いのであ

るがタウ凝集抑制能はイソプロテレノールと比較して低いと結論した。 
 
②臨床効果を判定するためのバイオマーカーの検索 

イソプレナリン投与したマウスモデルで脳脊髄液を採取しELISAによって髄液中タウ量を測定した。マウ

スモデル、イソプロテレノール非投与群では野生型マウスに比べて脊髄液中タウ量の増大が確認された。イソ

プレナリン投与によって脳内凝集タウ量の減少を確認したマウスにおける脊髄液タウを定量したがタウ凝集阻

害による有意な減少は観察されなかった。 


